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し
た
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鐵
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た
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徵
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國
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業
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叙
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鐵
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範
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わ
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る
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如
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又
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得
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鈒
§: 

題
の
み
の
如
く
に
考
ふ
る
者
あ
ら
ば
"
皮
相
の
見
解
で

.婼
九
號 

九
九

激
九
淞

(

1
0五七

)

雜
.

錄
經
濟
政
策
！

I

關
し
て
再
び
松
崎
氏
*し答
ふ



扔

九

怨
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l

o
五八
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雑錄經濟砍彼に關しで抨ぴ松崎玫じ稃ふ

 

站
九
铖
一
〇

ゎ

っ

て

"

货

鈒

の

如

何

に

拘

は

ら

ず

國

挞

0.
:»
酸

及

汰

— 

體

質

保

全

の

必

要

上

"

勞

時

H

 .1

定
.の
制

限

を

附

せ

：

ん 

ど
す
る
が
如
き
こ
ど
は
"
現

杞

社

會

政

策

上

^
重

大

間 

題
で
ゎ
る
ど 
一

K
つ
ね
.に
對
し
、
氏
は
殊
^
に
，

『

賃
銀
0- 

如
何
に
拘
は
ら
ず』
ど
云
ふ
所
に
圈
黯
を
附
し
て
T
恰 

も
予
が
貨
鈒
は
如
何
に
低
落
す
る
も
"
國
民
の
_
康
及 

び
@
膂
保
全
の
必
要
上
"
勞
時
に1

定
の
M

彭
設
く 

る
の
耍
が
cf
>
るVJ

主
張
し
た
か
の
如
く
に
滅
し
"

K
に 

住
居
間
題
及
び
家
貨
間
題
を
引
合
忆
出
し
て
、
奔
馬
岐 

路
に
贩
け
る
の
論
を
な
し
て
居
る
o
併
し
之
れ
は
所
講 

文

^
依
つ
て
乳
窓
を
镇
す
る
も
の
で
、
予
を
し
て
言
は 

し
む
れ
ば
斯
か
る
こ
は
殆
ん
ど
疑
問
の
餘
地
を
存
し 

な
い
、
如
何
に
極
端
な
る
國
民
の
健
麻
及
び
體
質
保
全 

論
漭
で
も1

爾
の
赁
鈒
が
五
十
餞
に
下
っ
て
も
勞
時
を 

短
縮
せ
ね
ば
な
&
ぬ
ど
云
ふ
如
き
、
氏
の
所
謂
机
上
の 

空
論
を
爲
す
漭
は一

人

も

無
か
ろ
ぅ

^
考
へ
る
、
.予
が 

賃
銀
の
如
何
に
拘
は
ら
ず
ど
云
っ
た
^
は

『

賃
銀
の
0 

題
は
別
ビ
し
.て』

V
J沄
ふ
靠
味
で
?>
っ
て『

賃
銀
ゅ
如

砰

に

下

づ

セ

も

』

ど 
一

K

ふ
»
で
■は
な
い
。
勞
時
の 

が
勞
«
樣
の
*
身
0:
狀
飯
を
改
善
ぜ
し
め,

勞
働
者
の
；.. 

心
身
の
狀
觸
0
改
善
は
勞
働
の
效
程
を
促
進
せ
し
め
、 

勞
偷
0'
效
程

©'
促
進
は
延
て
賃
銀
，僧
加
0
:
|H'
亡
I
な 

一
る
ど
承
ふ
：こ
^
は
殆
ん
ど
說
叨
の
婪
を
見
な
い
。
噍
鍵 

に
も
間
題
ば
勞
，時
の
.短
縮
な
る
-

」

rじ
は
、
«°
«°
何
を
0:
.

現
今
0'
勞
働
問
題
中
の
一『

大
勝
題

(£
:
も
»
す
ベ

I 

は
"
賃
銀
友
び
勞
時
の
3
题
.で
3>
:
0;
て
、
其
.所
.謂
勞
時 

の
时
題
ず
は》

f

の
抓
I

—

時M

で
は
.到
^
^
働 

者
に
，心
身
の
休
養
を
爲
さ
し
從
る
餘
睱
が
な
ぃ
。
勞
儆 

者
も
亦
人
.で
'あ
'る
以
^
は
適
度
に
4
身
の
休
養
を
爲
さ 

し
む
る
に
あ
ら
す
ん
ば
、，
其
結
果
«-
&
6;
_
康

を
«-
し 

國
..民の
'
虜̂
を
毀
ふ
に
.茧
る
.の
み
で
办
.る
、
软
に
今
少 

\

し
ぐ
勞
時
*
短
縦
し
て
？
勞
^

に̂
休
藜
0 '
_
を
«
へ 

ね
ば
な
ら
©
ビ

3
ふ
‘
ー
ミ
が
t
E接
の
®;
卿
で
あ
つ
て
、
' 

'
§
0

«
銀
を
擀
加
せ
.し
：む
る1.

0.
手
段
ビr 

し
て
^
幾

»-
1

癒
鉍
主
張
す
§
紀

§
で

ば

な

，ぃ
？
：勞
バ

:時
の
短
縮
化
は
夫
れ
苗
身
に
旣
に■1の
&
‘的
が
.办
る
1.、

1

の
极
據
が
ゎ
る
、
勞
時
の
..短縮
«
人

遨

主

義

&
.
基

ぢ 

せ
る
‘

1

の
要
求
で
办
る
^
云
っ
て
も
ょ
い
€
然
る
に
, 

鈒
問
題
は
勞
働
漭
の
收
入
の
增
加
ゝ
即
ち
其
經
濟
的
地 

位
の
甸
上
を
直
接
の
目
的vj

し
て
居
る
、
.勞
時
§,短
、縫 

も
其
最
終
の
結
果
は
"
前
に
述
べ
た
如
く
榮
働
潘
@'
>1>
- 

#
狀
態
の
改
善
、
勞
働
效
程
の
促
逝
、
@°
サ
賃
鈒
0 -
.增 

加
ど
云
ふ
如
く
に
、
次
第
に
其
經
濟
的
地
位
の
向
上
亿 

影
響
を
及
ぼ
す
に
萊
る
こ
ど
は
事
實
で
!>
;
つ
.て
も
、

t 

れ
は
決
し
て
勞
時
短
縮
の
直
掛
0'
0'
'
的
で
は
な
.い
、
*: 

其
自
然
の
結
梁
れ
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
办
る
。
若
し
勞
障 

短
縮
の
^
題
が
賃
銀
の
增
加
を
K
接
の
0'
的
^
す
る
.も 

の
な
ら
ば
、
學
赛
が
是
等
の
問
題
を
別
々
に
論
1>
.る
0- 

必
要
は
な
い
、
何
V
Jな
れ
ば
勞
時
^
間
題
を
解
決
し
さ
. 

へ
す
れ
ば
賃
銀
の
問
題
も
亦
自
ら
解
決
せ
&.
;る
V 
P
 

で
あ
る
。
晚
接
の
目
的
ど
其
自
然
记
生
じ
棒
べ
き
綠
果 

ど
を
膝
同
す
る
が
如
き
論
は
菩
人
の
«

&
ぬ
所
で
?>
>
.

迤
拉
予
は
經
濟
政
锻
の
®
馨

办

廳

は

關

し

て

知 

亦
氏
ビ
«

M

&ば
じ
n

 
f
氏
は
繅
滕
麻
策
の
— 

獅
'權
を
歟
法
學
.
#0'
所
離
騰
输
_
の：1
作
肋
で
ぁ
各
せ 

云
ひ
"
予
戍
痛
ぐ
迄
狹
義
k
鳜
す
る
の
要
は
な 

ふ
0!
で
ゎ
る
、
其
’
1例
岑
し
で
#
働
級
合
@
組
#
農
に 

對
t
を
强
到
»
係
を
.櫞
げK

®

い
た
、
.0
 ̂

R氏
は

，
私
： 

人

的

刚

體

の

場

合
^
於

け

る

拖

來

カ

ば

"

#

人

欧

縣

に 

反

し
'て
之
を
.强
制
レ
得
る
の
.
.で
は
な
い
、
何
ミ
な
，れ
_ 

若

し

各

人

が

li
f
e
-
.
拘
朿
に
服
從
す

S-
'
^」50.'

を
.好
ま
ぬ
It 

は
、
' 任
意
.に
其
圆
禮
を
腺
退
す
る
こ
S
を
得
る
か
&
で 

6
る

(£
:
'
.
述
べ
.て
.馬
る
0 

.
佛
し
實
祭
上
© !
間
«

4軍
a
.な 

る
理
風
§
み
€
は
獬
輝
す
る
こ
^
は
^
來

g
i.
現
今
歐 

米
R
於
け
.
勢̂
修
紙
合
0
紐
合
員
-̂
-
對
す
.̂
ij
tf
は

 ̂

し
て
»
か
る
雎
純
な
«:
,̂
0'
で
は
：な
い
。
先
：年
^
が
.彼
：
 

地
陶
^

^
勞

合

の

*:
：R
‘就
き
て
多
，少
硏
.媒
を
« 

み

"
、其

必

要

上

屢

々

紐

合

所

燭

の

勞

働

漭

の

家

を

訪

ね 

ね

こ

ど

つ

た

^r

彼

铸

©

咖

は

ゆ

规

哧

の

鈕

命

ゆ

行

蕾

關

y

v

'

M錄

昼

'見
を
持
％
て
居
令
#』

敬
’

歌

九

媿

w〇
.一

瑢

九

卷

(

一
o'
瓦
.九)

雜

錄

經

濟

^
锻
に
贶
し

’て
禅
^
松
岭
.
^^-
^

^ fVv
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一
〇六
〇

)

雜
錄

て
少
な
く
な
沪
つ
た"

併
'し
飢
合
の
行
11
に
反
對
で
6 

づ
て
も
、
氏
の
言
の
如
く
に
之
れ
が
爲
め
に
任
意
に
其 

W1
體
を
脱
退
す
る
こ
^
は
事
實
上
に
於
て
は
困
雛
.で
お 

る
o
典
理
r.
t
!は
我
が
國
等
ビ
興
な
り
"
勞
f

M合
が
勞 

働
市
場
に
於
て
大
な
る
勢
力
を
有
し
て
居
^
結
架
V
組 

合
を
脫
退
し
て
も
脱
®
後
組
合
員
に
對
杭
じ
で
其
職
を 

求
む
る
こVJ

の
.ノ
甚

?r
®
If
な
る
事
情
が
6
、る
か
ら
で 

あ
る
、
故
に
假
令
組
合
の
行
泐
が
0
己
の
歡
迤
に
反
じ 

て
も
"

1度
之
れ
に
加
入
し
.た
る

以

上

は

"

典

關

體

を 

脱
娲
す
る
.J

ビ
は
事
實
上
出
來
難
い
の
で
わ
る
9
組
合 

を
去
る
こ
^
は
^
く
^
も
®
獨
的
に
生
活
の
途
を
求
む 

る

こ

Ur
レ
は
極
め
て
闲
難
で
わ
る
か
らr

結
厨
祖
合
^
關 

係
を
斷
つ
は
難
い
^
云
ふ
.

」

ビ
に
な
る 

> 斯
炉
る
事
情 

は
直
接
組
合
員
ょ
6
菩
人
の
屢
々
耳
に
し
れ
所
で
わ
る 

換
言
せ
ば
組
合
員
は
往
々
自
己
の
意
志
に
反
し
て
も
" 

JI
:
む
な
く
釩
合
の
命
令
に
服
從
し
"
組
.
合

も

亦

之

れ

を 

強
«
す
る
こ
、

rJ

は
決
し
て
稀
で
な
い
。
故
•に
秘
人
的
_ 

體
の
®
合
に
於
け
る
拘
萊
力
は
、
各
人
の
意
忠
に
虻
し

經

辂

政

彼1:
-
關

し

て

砰

び

松

，
峰

典
！！

答

ふ 

龄
.九

號

j

〇

ニ

て
.之
作
を
强
制
し
#
る
1
の
で
な
.い
ヾ
し
云
ふ
如
き
說 

.

は
、
少
ぼ
ぐ
ピ
も
勞
鱗
組
合
の
#
合
に
於
て
は
、
成
立

し

な
'い
.0 

5 

.

.

.

. ....

斯

ぐ

言

へ

ば

！
！
者

或

は

假

令

自

己

の

®
志

^

反

し

て 

Z
も
賊
拓
’之
代
に
服
從
ず
が
以
上
は
、
興
8
間
に
於
.で
® 

己
の
意
.志
^
な
る
も
の
で
ぁ
-る
ビiK

ふ
か
も
知
れg

 

が
’
激
し
然
^
^
ぜ
ば
如
何
な
る
强
制
權
に
對
す
る
服 

\

從
で
も
"
皆
自
己
0
意
志
^
基

づ

が

ざ

る

も

'
の
は
な
い 

^
云
ふ
.こ
ど
.に
な
6

"結
局『

各
人
の
意
志
に
反
し
て 

之
れ
を
.拘
束
す
る
强
制
權』

な
る
も
の
は
存
往
じ
得
な 

\

い

こ

。

、
な

る0或
は
又
論
者
中
に
は
前
述
の
如
き
場 

合
に
、
其
所
腐
園
體
を
腺
退
す
を
こ
亡
の
出
來
ぬ
ビ
云 

.ふ
は
事
實
上

の

問

題

で

"
理
論
上
ぼ
決
し
で
不
可 

一
能
で
な
い
>

©令
脫
退
は
H

®

tJ>
つ
て
も
、.
絕
對
的 

に
不
可
能
で
あ
る
-̂
は
云
べ
辞
ミ
主
張
す
る
か
も

知
れ 

g

が
へ
若
し
斯
か
る
議
論
を
賞
徹
せ
ば
、：
他
の
强
制
權 

の
場
合
に
於
で
.も
同1

の〕

こ
ど
が
言
ひ
得
&
る
、vj

信 

す
る
。
例
，ベ—

ば
租
稅
を
僉
婚
し
た
6
叉
は
其
兵
役
に
服

す
るC

V
J

が
自
己
の
意
志
で
な
け
れ
ば
、
國
家
の
課
桃 

權
の
及
ば
ざ
る
處
R
移
住
ず
る
か
、
又
は
國
籍
を
脱
す 

れ
ば
？
其
强
制
を
免
る
\
こ
^
が
出
來
る
o
併
し
斯
か 

る
こ
ど
は
理
論
上
は
可
能
で
も
:.
>
:
#實
上
は
極
め
て
困
. 

雛
で
あ
る
マ
し
某
理
は
ニ

で
わ
る
0
へ

以
上
述
べ
た
る
理
_
は
又
移
し
て
經
濟
政
策
の
主
體 

に
税
入
的
の
1#
]
體
を
認
む
る
も
、' 〗

.私
人
を
認
む
■る
こ
' 

<
は
出
來
ぬ
マJ

云
ふ
論
據
マ」

も
な
る
の
で
?>
る
0
氏
は 

勞
働
#:
が
' 1

企
業
者
ヒ
勞
働
關
係
を
_
始

し

、
.•該

企

業 

翁
の
命
令
を
遵
守
せ
：ん
こ
^
を
翳
ふ
時
：は
"
爾
後
企
業
、
 

潘
の
命
脅
は
资
働
者
を
强
制
す
る
の
權
能
を
街
す
る
こ 

ビ
、
恰
も
組
合
の
規
約
ビ
異
な
る
所
が
な
い,

故
に
私 

人
を
も
經
濟
政
策
の
主
體
ど
な
す
に
|)
&.
ず

ん

ぼ

"

：

予
 

の
論
理
を
徹
底
し
な
いVJ

云
つ
て
居
る
が
、
»
は
斯
く 

す
る
時
は
却
て
予
の
諸
理
を
徹
底
し
な
い
の
で
^
る
：o
, 

何
ど
な
れ
■ば
勞
働
潘
が
自
己
の
«
す
る
勞
働
組
合
に
，對 

す
る
關
係.VJ

，
企
業
者
に
對
す
る
關
係
安
は
，
全
ぐ
某 

性

質

を

與

に

し

て

届

る

：
か
ら

で

：

|>
る
.
o
, ’，組
合
員
れ
る
勞

働
*

は
ご
前
f

述
ベ
た
る
が
如
く
、
從
來
ょ̂S

も
览 

.
に
劣
等
な
.
る
地
位
又
は
低
廉
な
る
赁«

に
.
甘
ん
ず
る
の
.

覺

■
で
'な
い
限
^
^
は
ァ
組
合
を
脉
し
て
單
獨
的
に
同
一 

、
の
_
業
釔
求
む
る
：こ
>

」

は
>
甚
だ
闲
難
で
6
る
が
丨
紐 

\

合
ど
の
.關
係
rc
し
て
斷
絕
せ
ざ
る
以
上
は
、：
假
令)

企 
|

業
潘
の
下
を
去
る
.も
ノ
求
職
上
に
：は
左
裎
の
困
雛
を
感 

じ
な
ぃ
„の
で
?>
る
:0
.故

に

企

業

漭

の

取

扱

が

自

已

の

織 

に
滿
た
ざ
る
場
合
に
は
、
勞
働
激
は
何
時
に
て
も
其
地 

\

位
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得
る
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る
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合
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也
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去
る
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の
困
雛
な
る
事
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办
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せ
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夫
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箏
ろ
組
合
の
規
約
に
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づ
く
單
«
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!0
行
動
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す 
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種
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强
制
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制
限
れ
&
起
る
も
の
で
ゎ
つ
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丨 
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>る
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限
の
存
し
な
い
.場
合
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は
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自
己
の
逾 

志
に
反
し
て
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企
業
者
の
强
制
に
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せ
ね
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ぬ
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耍
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な
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嘗

て
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働
階
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な
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迫
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办
多
時
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仏
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代
霉
づ
か
ざ 

る
强
制
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以
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勞
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自
由
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得
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湖
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制
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令
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植
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應
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令
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又
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又
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應
じ
て
個
人
の
&
由
^
拘
束
を
加
ふ
る
こ 

ど
の
あ
る
べ
き

-'
«
當
然
で
あ
る
> 
故
に
命
舍
權
は 
一
M
 

か
.
&觀
れ
ば
强
制
權
で
|>
^
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令
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命
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命
令
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令
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令
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猫
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令
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又
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